
令和７年度
福島県地域公共交通活性化事業（実証運行事業）
活用事例集

福島県生活交通課

➢ 人口減少の本格化、運転手不足の深刻化等に伴い、公共交通サービスの維持・確保が厳しさを増している中、高齢
者の運転免許の返納が年々増加する等、地域の暮らしと産業を支える移動手段を確保することがますます重要に
なっていることなどを背景に、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等の一部が令和２年に改正され、地域
公共交通計画の策定が努力義務化されました。

➢ また、令和５年度に同法の一部が改正され、交通ＤＸ・ＧＸ、地方公共団体や民間の多様な主体との共創、地域経
営における連携強化等を通じ、利便性・持続可能性・生産性の高い地域公共交通の「リ・デザイン」（再構築）を
進めることが喫緊の課題となっています。

➢ 県としても取組を促進させるため、令和３年度から福島県地域公共交通活性化事業を実施し、市町村における地域
公共交通計画の策定に対する支援と当該計画等に基づく実証運行の取組を支援しているところです。

➢ 全国的な事例集もあるところではありますが、県内の事例の方が取り組んでいる自治体の地域性なども含め、より
イメージしやすいと考えられることから、本事業を活用し実証事業に取り組んでいる市町村の御協力も得ながら、
事例集を作成しました。

➢ 本事例集も参考にしていただきながら、それぞれの市町村で地域公共交通の維持・確保や再編などの取組が進みま
すと幸いです。

（R8.2）
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令和７年度活用市町村一覧（実証運行）
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⚫主な利用目的は、松川駅への移動や松川本町、松川
支所周辺のスーパー、ドラックストア等への買い物、
松川学習センターでのサークル活動であり、日常生
活における移動手段の確保につながっている。

⚫令和８年度からは、国の地域公共交通確保維持改善
事業補助金（フィーダー補助金）の活用が可能とな
り、財政負担が軽減される。

デマンド型乗合タクシー実証運行

背景・課題
⚫松川町水原地区では、地区内と松川駅、県立医大病
院を結ぶ路線バスが運行していたが、見直しにより
運行経路が短縮された。

⚫地区内が公共交通空白地域となるため、日常生活に
おける移動手段を確保することが課題となり、乗合
タクシーの実証運行を開始した。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫小型タクシーやジャンボタクシーを使用して定時定
路線で運行し、指定の停留所で乗降する予約制の乗
合タクシー

⚫松川町水原地区とＪＲ松川駅を結び、水原地区を中
心に２３箇所の停留所を設置

⚫月曜日から金曜日まで１日８便運行
（予約の無い便は運休）

⚫発車時刻の３０分前までに電話予約が必要
⚫運賃は運行路線を３ゾーンに分け、１ゾーンあたり
大人２００円、ゾーンを通過するごとに２００円加
算（最大３ゾーン６００円）

福島市

実証期間 令和７年４月１日～令和７年９月３０日

運行方法 デマンド型乗合タクシー

１

（出典：地区配布チラシ）

事業費 ３，３８８千円



⚫利用回数 106回（令和８年1月末時点）

⚫既存のタクシー事業を活用することで、固定費が削
減される。また、新たな交通を導入する場合と比較
し、事業者との競合が回避される。

⚫将来的には、地域の協議会等で事務を担う体制の構
築を目指す。

定額タクシー実証運行

背景・課題
⚫小川地区については、路線バスと鉄道（磐越東線）
が運行している地区ではあるが、地区の大部分は公
共交通不便地域である。

⚫公共交通不便地域における新たな輸送手段の導入に
向けては、人件費や車両導入・維持費等の固定費が
課題。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫既存のタクシー事業者を活用し、タクシー料金が一
定額を超えた場合、料金を助成。

⚫利用対象者は、小川地区に居住する、１５歳（高校
生）以上の方。

⚫小川地区内の移動は、利用負担額の上限を1,000円
に設定。目的地の制限はなし。

⚫小川地区外への移動は、利用負担額の上限をメー
ター料金に応じて1,500円と2,000円の2段階に設定。
平窪・赤井地区の指定施設までの移動が対象。

いわき市

実証期間 令和７年１１月１日～令和８年２月２８日(３年目)

運行方法 定額タクシー（小型タクシー）

２

（出典：いわき市ホームページ）

事業費 ３，２００千円



⚫運行時間を変更したことで、幼稚園への通園利用等
新たな利用ニーズを発掘することができた。

⚫乗降時間を自由に選ぶことが可能となったことで、
選択肢が広がり戸惑ってしまう声もあった。

⚫１月の利用者数が３２９人と、前年（２６０人）比
１２６％と増加した。

二本松市ＡＩデマンド型乗合タクシー運行事業

背景・課題

⚫現在運行しているデマンド型乗合タクシーは運行時
間が固定的であり利用者のニーズに柔軟に対応でき
ない。（運行本数が少ない）

⚫運行範囲が合併前の地域内のみとなっており、鉄道
への接続ができない地域がある。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫定時便を廃止し、８時～１６時であれば自由に乗降
可とする。

⚫鉄道への接続等利便性向上を図るため、運行地域外
であってもJR二本松駅及びJR安達駅で乗降可とす
る。

二本松市

実証期間 令和８年１月１日～令和８年３月３１日(１年目)

運行方法 デマンド型乗合タクシー

３

（出典：〇〇〇）

事業費 １０，８９９千円



⚫利用率は低いが、利用者から感謝の手紙をいただい
たり、新聞にも感謝の声が掲載された。

⚫診療の時間によっては、乗車が難しいこともある。

→需要に応じて増便・ダイヤ改正を検討。

⚫目的地について、病院だけでなく、会津坂下町のダ
イユーエイトやメガステージ等への運行を望む声も
ある。（隣町内の運行は難しい。）

坂下厚生総合病院までのデマンド交通

背景・課題

⚫本町には町内全域をデマンド交通「美里あいあいタ
クシー」が運行している。

⚫利用者のニーズとしては「町内から坂下厚生総合病
院へ直通する便を整備して欲しい」との声があった。
（元々、会津坂下町への路線バスはなく、タクシー
や車で通院していた。）

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫町指定乗降場所（３カ所）から坂下厚生総合病院ま
でを運行。

⚫往路（乗車のみ）午前１便、復路（降車のみ）午後
２便の運行。

⚫利用には「美里あいあいタクシー」の利用登録が必
要。事前予約制。

⚫利用料金は1,000円の１日パスポートを購入。当パ
スポートで町内全域を運行している「美里あいあい
タクシー」の乗車も可能。

会津美里町

実証期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日(２年目)

運行方法 デマンド型乗合タクシー（小型タクシー）

４

（出典：会津美里町ホームページ）

事業費 １，７２８千円



背景・課題

実証運行の概要

⚫ 運行開始以降、利用者数・利用登録者数ともに増加傾向にあり、地

域の移動手段として定着しつつある。

⚫ 主な利用目的は買い物・通院・公共施設への移動であり、高齢者を

中心に日常生活の足として活用されている。

⚫ 無料キャンペーンの実施により利用が大幅に伸び、潜在的な移動需

要の高さが確認された。

ＡＩ活用型オンデマンドバス「のるーと矢吹」

⚫ 路線バス等の公共交通が整備されておらず、免許返納等の車を持た
ない方の移動が困難な状況。

⚫ 「行き活きタクシー利用料金助成事業」の利用は年々増加している
が、今後、タクシーの需給が逼迫することが懸念。

⚫ R4.12～R6.12にコミュニティバスの実証運行を行ったが、「停留所
が遠い」「乗りたいダイヤがない」等の声があり、より柔軟な移動
手段が求められた。

⚫ AIが最適ルートを自動生成し、予約のあった乗降拠点間を効率的に運行
するドアtoドア方式のオンデマンドバスを２台運行。

⚫ 対象者は町民を含む誰でも利用可能。アプリ・ＬＩＮＥ・電話で予約。
⚫ 運行区域は矢吹町全域及び町外乗降拠点（福島空港、水郡線駅等６箇

所）。
⚫ 利用料金は一般400円/回、小学生200円/回、未就学児無料、障がい者

半額。車両はワンボックス車両/定員8人。

利用状況・取組の効果、評価

矢吹町

実証期間 令和7年4月1日～令和7年6月30日(3年目)

運行方法 AI活用型オンデマンドバス（ワンボックス車両）

５

（出典：矢吹町ホームページ）

事業費 １０，３４０千円

※上記実証期間終了後は、共創モデル実証運行事業（国土交通省）を活用し、
運行を継続。



⚫利用登録者は273人。うち約7割が70歳以上の高齢者
である。

⚫主に塙厚生病院への通院に利用されている。

⚫収入の面から見ても安定した運行ができているため、
令和7年10月より本格運行へ切り替えを行った。

⚫運転手1名と車両1台の運行であるため、すべての予
約に対応することが難しく、今後の運行体制の整備
については、検討が必要である。

鮫川村デマンド交通

背景・課題

⚫村では少子高齢化が進み、高齢者や学生などの交通
弱者の移動手段の確保が課題となっている。路線バ
スの運行を行っているが、交通空白地が多く存在す
る。村民の足を確保するため、デマンド交通の実証
運行を開始した。

⚫路線バスの利用者が減少しているため、今後、デマ
ンド交通との連携をどのように進めていくかが課題
である。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫村内全域及び塙町（磐城塙駅、塙厚生病院）・棚倉
町（磐城棚倉駅、ヨークベニマル）を運行。

⚫予約に応じ運行を行う。目的地までドア・ツー・ド
アで移動可能である。

⚫利用料金は居住地及び目的地ごとに異なり、村民に
ついては、村内の移動は片道200円で運行した。

鮫川村

実証期間 令和５年11月14日～令和７年９月30日(３年目)

運行方法 デマンド型

６

（出典：鮫川村ホームページ）

事業費 ７，４５２千円



⚫利用者の９割が７５歳以上。８割以上がメガステー
ジへの移動に利用。

⚫高齢者サロン（ひとくらす）への移動に利用しても
らっている。

⚫予約方法は電話かWEB予約だが、１００％電話予約。

⚫地区によって曜日が固定であり使いづらい。高齢者
サロンへの移動では、２台運行が必要。

→運転手不足により、増便・増車が難しい状況。

AIオンデマンド交通

背景・課題
⚫人口減少、少子高齢化対策は緊急の課題であり、中
でも高齢者の移動手段の確保に向けた持続可能な交
通施策が急務となっている。

⚫本町の路線バスは国・県道に沿って運行する形態で
あり、幹線道路沿線以外の住民はバス停までの移動
距離を要し、バスを利用しにくい現状にある。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫交通不便地域（沢田・山橋・中谷・母畑・野木沢）
から目的地（商業施設、集会所等町内６施設）まで
をＡＩ配車システムを活用した８人乗りのミニバス
を運行。

⚫利用対象者は65歳以上。各地区週２回、午前・午
後の２往復の運行。

⚫料金は片道100円、現金またはNORUCAでの支払い。

石川町

実証期間 令和４年１２月１日～令和８年３月３１日(４年目)

運行方法 ＡＩオンデマンドバス

７事業費 １８，４８０千円

（出典：石川町ホームページ）



⚫当実証事業は、もともと運行していた町営バスの一部を
デマンド型運行にし、空バスを無くすものとして実証開始。
 再編前の令和７年９月までと、実証1年目の前年度と比較
 して、運行回数約２５０回の削減。

⚫令和6年４月～令和7年９月までの実績を基に、町営バス
再編の判断に当たっての根拠となった。

⚫９割が通学利用のため、LINE予約の抵抗は少なく、高齢
者についても電話予約にて予約受付が可能。

町営バス予約型実証運行事業

背景・課題

⚫町営バスを運行しているがルートや時間、他の交通モード
との接続などの課題があり、人口減少やモータリゼーショ
ンの進展によりバスの利用者が年々減少している。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫当初は、町営バス全１８コースのうち、乗車率が低い「朝晩
コース」の６コース１２便を予約型運行に変更して実証。

⚫令和7年10月に再編を行い 「予約型朝コース」として、
 3系統（北部 ・ 南部 ・ 町中）を予約型として実証運行。

⚫予約については、事前登録が必要であり、前日までの電話
またはＬＩＮＥでの予約受付。

三春町

実証期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日(２年目)

運行方法 デマンド型乗合バス（コミュニティバス）

８

（出典：三春町ホームページ／町営バス時刻表一部抜粋）

事業費 ２，３８２千円



町営バスキャッシュレス決済運用実証運行事業

背景・課題

⚫鉄道や路線バスから町営バスへ乗り継ぐ際、運賃の支払い
方法が事業者ごとに異なっており、公共交通を連続して利
用する際の利便性向上のため。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫町営バスの利便性向上及び利用促進を目的として、多種多
様なキャッシュレス決済の実証運行を実施し、導入効果や
課題の把握を行う。

⚫運賃の金銭管理を、キャッシュレス決済機器設置事業者（運
賃管理事業者）に依頼することにより、町営バス運行委託
事業者による現金管理の負担を軽減する。

三春町

実証期間 令和７年７月１日～令和８年３月３１日(１年目)

運行方法 コミュニティバス

９

（出典：三春町ホームページ／福島交通ホームページ）

事業費 １，５４０千円

⚫実証開始後から、利用率は上昇しており、現在は全利用者
の約１５％ほどがキャッシュレス決済で占めている。

⚫乗務員による現金管理の負担を軽減することにつながった。

⚫全6台のうち運行する3台のみに、キャッシュレス決済機器
を搭載しており、予備車には搭載できていない。

⚫町営バス運行事業者からの運行実績と、運賃管理事業者か
らの運賃実績を突合する必要がある。
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